
　
Ｕ
Ｒ
で
は「
賃
貸
で
も
Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
楽
し
め

る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、２
０
１
１
年
度
か
ら

関
西
を
中
心
に
Ｄ
Ｉ
Ｙ
物
件
の
供
給
を
開

始
。現
在
、全
国
60
団
地
約
３
０
０
戸
で
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
物
件
の
新
た
な
展
開
と
し

て「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
★
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
域
活
性
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
大
阪
市
大
正
区

と
、壁
紙
販
売
サ
イ
ト「
壁
紙
屋
本
舗
」を
運

営
す
る
株
式
会
社
フ
ィ
ル
と
連
携
し
、Ｄ
Ｉ

Ｙ
、音
楽
、ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ

に
よ
る
大
正
区
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
従
来
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
物
件
は
団
地
内
の
限
ら
れ

た
部
屋
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、千

島
団
地
は
昨
年
秋
以
降
、新
た
に
募
集
す
る

物
件
す
べ
て
が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
大
規
模
な
展

開
に
対
応
で
き
る
よ
う
、団
地
１
階
の
空
き

ス
ペ
ー
ス（
約
1
6
0
㎡
）に
工
具
を
使
え
る

活
動
拠
点
も
整
備
。団
地
に
常
駐
す
る
フ
ィ

ル
の
ス
タ
ッ
フ
が
壁
紙
の
張
り
方
や
ペ
ン
キ

の
塗
り
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
り
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
の

楽
し
さ
や
可
能
性
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

緊急事故受付センター TEL.06-6969-2151水漏れ・断水・停電などのトラブルがあった場合
24時間緊急事故時の連絡先

いつまでも
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UR都市機構では団地ごとの特徴を生かした新たな魅力づくりに取り組んでいます。
今回は、DIYによる新たな暮らしの発信を始めた千島団地を紹介します。
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千島（大阪市大正区）
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く
り
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ち
づ
く
り

UR まど 検 索

◉所在地
JR大阪環状線・大阪市営
長堀鶴見緑地線「大正」駅
から市バス約9分「大正区
役所前」下車徒歩約3分

　昨年11月23日、千島団地と千島グラウンドで「大正DIYマー
ケット」「TAISHO★UPフェス」を開催しました。「大正DIYマー
ケット」では、DIYに関するものを中心に、すてきなお部屋づく
りを提案する店舗が数多く出店。デコレーションスツールやカ
トラリー作りなどの多彩なワークショップ、ライブペインティ
ングも行われ、団地内は多くの人でにぎわいました。
　千島グラウンドで開かれた「TAISHO★UPフェス」には、
TAISHO★UPプロジェクトの楽曲「大正UP」を制作した
SHINGO★西成のほか、カルメラやORESKABANDらが出
演。いずれも大阪出身のミュージシャンらしい軽妙なトーク
と、迫力のある演奏で楽しませてくれました。

大正DIYマーケット・
TAISHO★UPフェスを開催

必要な工具がズラリと並ぶ
「壁紙屋本舗LAB」

壁紙屋本舗によるクラ
シックなDIYルーム。
「家の中で読書や映画を
見たりするのが好きな
20代後半から30代前半
の女性」をイメージ。

部屋だけでなく、
家具まで作って
しまう双子のマ
マranranさんに
よるDIYルーム。
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